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高度情報化社会において、
データの活用が重要な時代と
なっています。バイオミメティクスの
分野においても、今後、生物と工学を
結びつける知識基盤が重要な役割を
はたすことになります。
今、世界では、博物館が中心となり今、世界では、博物館が中心となり
生物系のデータベースの構築が進められています。
日本は、バイオミメティクスの発想支援システムで
世界をリードするものの、
知識基盤の構築では
遅れをとっている状況です。
セミナーでは、
バイオミメティクスに展開可能なバイオミメティクスに展開可能な
データベースに関して国内外の
動向をご報告します。
また、新たな動きとして、
建築、農業、そして、海洋まで
バイオミメティクスを幅広く
展開しようとしているフランスの取組をご紹介します。

私の研究室ゼミでは
サービスサイエンス的思考に
基づいたフィールドワークを
行なっています。例えば

サケのふるさと千歳水族館では
カスタマージャーニーマップ
という手法をもとにサービスのという手法をもとにサービスの

課題抽出を行ったり
札幌国際大学博物館では解説者が不在の際の

サービス低下を補うための
デジタルガイドブックの作成などです。

こうした活動やユーザビリティエンジニアリングで
重要なのが，現場の観察です。更に，
観察やサービスシステムの実装の際に観察やサービスシステムの実装の際に
重要なのがリベラルアーツです。

本講演では，先日AppleのBooksストアから
ダウンロード可能になった

「札幌国際大学博物館ガイドブック」
の作成活動などを例に
取り組みの一端をご

紹介したいと思います。紹介したいと思います。
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バイオミメティクスの
    知識基盤と博物館の役割
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デジタルガイドブック
　：博物館をどう見せるか？

持続可能な社会とバイオミメティクスを考える
その2　博物館の役割

第89回
バイオミメティクス市民セミナー・対話篇

入場無
料

予約不
要


